
MUsEUM
ミュ‾ジ詫都留

踊闇識美術館
開館時間　午前9時～午後5時
※増田誠美術館は午後4時30分まで
観覧料　一　　　般300円（210円）

高・大学生200円（140円）
小・中学生100円（70円）

※（）内は、20名以上の団体料金です。
休館日　月曜日、第3火曜日

祝日の翌日
間合先　ミュージアム都留
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エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
展
示

虹
の
橘
編
物
同
賭
会
　
作
品
展

会
　
期
　
3
月
1
日
（
火
）
～
1
3
日
（
日
）

コ
ー
ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
ど
、
後
世
に
残
し

た
い
編
物
作
品
約
1
5
0
点
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展

第
2
回
　
城
下
町
つ
る
の
雛
ま
つ
り
展

会
　
期
　
4
月
9
日
（
土
）
～
5
月
5
日
（
木
）

主
　
催
　
都
留
市
教
育
委
員
会

城
下
町
つ
る
の
雛
ま
つ
り
展
実
行
委
員
会

後
　
援
　
富
士
急
行
、
山
梨
日
日
新
聞
社

山
梨
放
送
、
テ
レ
ビ
山
梨

第
2
展
示
室

城
下
町
に
伝
わ
る
節
句
飾
り

市
民
の
方
々
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
思
い
出

の
雛
飾
り
・
節
句
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

※
4
月
2
9
日
は
市
制
祭
の
た
め
無
料
開
放
で
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

市
民
手
作
り
の
「
つ
る
し
雛
」
展

市
民
の
方
々
手
作
り
の
「
つ
る
し
雛
」
や
「
雛
飾

り
」
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
観
覧
無
料
で
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

骨
酒
ふ
る
ま
い

4
月
1
0
日
（
日
）

新
町
お
暁
子
演
奏

4
月
1
7
日
（
日
）
、
2
9
日
（
祝
）

こ
ぶ
た
の
会
「
お
は
な
し
会
」

4
月
2
3
日
（
土
）

紙
び
蒸
作
り

4
月
2
4
日
（
日
）
、
5
0
日
（
土
）

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

城
下
町
つ
る
の
雛
ま
つ
り
展
実
行
委
員
会

垂
原
　
（
坐
1
4
9
7

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
勝
山
城
の
関
連
遺
跡

で
あ
る
中
津
森
館
跡
の
調
査
に
つ
い
て
報
告
を
し

ます。宝
地
区
の
桂
林
寺
か
ら
用
津
院
に
か
け
て
の
一

帯
に
は
、
郡
内
領
主
小
山
田
氏
の
館
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
こ
の
辺
り
は
、
中
津
森
館

（
跡
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
デ
イ
堀
・
的

場
と
い
っ
た
、
館
に
関
す
る
呼
び
名
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
周
辺
の
田
畑
で
は
、
中
世
の
陶
磁
器
片
を

採
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
編
さ
ん

さ
れ
た
『
甲
斐
国
志
』
に
よ
る
と
、
「
・
用
津
院
の
束

に
あ
り
、
里
人
は
今
も
御
屋
敷
と
呼
ぶ
、
外
郭
溝
涯

処
々
に
列
し
存
し
た
る
を
土
居
堀
と
せ
り
…
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
用
津
院
の
東
側
に
つ
．
い
て
は
、
過
去
に
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
館
の
確
認
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
具
体
的
な
館
の
場
所
を
特
定
で
き
ず
に
い
た
た
め
、

発
掘
調
査
や
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
・
航
空
写
真
・
地
形
測
量
図

や
古
地
図
な
ど
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
周
辺
の
調
査
を
行
い
、
こ

の
成
果
に
基
づ
い
て
平
成
1
8
～
1
9
年
度
に
か
け
、
地
権
者
の
ご

厚
意
に
よ
り
数
カ
所
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
中
世
の

陶
磁
器
片
が
多
数
確
認
さ
れ
、
堀
の
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
館
の
推
定
域
に
中
津

森
館
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
1
年
に
わ
た
っ
て
勝
山
城
跡
学
術
調
査
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
て
、

勝
山
城
の
調
査
を
終

え
て
の
掲
載
は
終
了

と
な
り
ま
す
。
今
後
も

折
に
触
れ
て
皆
さ
ん

に
情
報
を
発
信
し
て

い
く
と
と
も
に
、
勝
山

城
に
ま
つ
わ
る
絵
図

や
文
書
や
伝
承
な
ど

の
情
報
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。


